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生産、品質共に世界一を誇る日本のスィートピー
は海外でも大人気！冬場でも日照量の多い温暖な
地域で生産されます。染めた花も含めて、シックな
色合いが注目の的。バラエティ豊かな花色、フリフ
リの可愛らしい花姿、フルーティーな甘い香り、三
拍子揃った魅力的な花です。1月21日はあの名曲に
ちなんで「スィートピーの日」に！

甘いフレグランスを束ねて

■ 花弁が透けていない、フリルのしっかりしたものを選びましょう。
■ 必ず茎を切り戻してから活けましょう。切り花栄養剤の使用で長く楽しめます！
■ 涼しい場所に飾り、傷んだ花は早めに摘み取ってください。
■ 乾燥が苦手なので、エアコンの風が直接当たらない場所に飾りましょう。

プロが伝授！花を長く楽しむアドバイス

お家で簡単！3ステップアレンジ

①ピッチャーなどの器に、下葉を取り除いたアカシアの枝を入れ、花留めにします。
②グラデーションする2種類のスィートピーを10本ほど束ねるように持ち、やや
高低差をつけながら器の中心にあしらいます。
③スィートピーを真上に向けず、少し手前に傾けるようにあしらうと一層素敵に
見えます。器の口元がスカスカにならないよう、アカシアの小枝をプラスします。
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